
青森県子どもの貧困対策推進計画

子どもの貧困に関する指標　計画策定時と直近の数値の比較

Ｎｏ． 指　　　　　　　標
計画策定時

現状値
出　　　　典

＜参考＞
めざす方向

1 子どもの貧困対策計画を策定している市町村数
15市町村

(R2)
19市町村

(R4)
青森県こどもみらい課調べ 増加

2 母子家庭等自立促進計画を策定している市数
1市
(R2)

1市
(R4)

青森県こどもみらい課調べ 増加

3 生活保護世帯に属する子供の高等学校等進学率
94.2%
（R元)

93.6%
（R3)

厚生労働省社会・援護局保護課
調べ

上昇

4 生活保護世帯に属する子供の高等学校等中退率
2.6%
(R元)

3.5%
(R3)

厚生労働省社会・援護局保護課
調べ

低下

5 生活保護世帯に属する子供の大学等進学率
27.0%
（R元)

26.3%
（R3)

厚生労働省社会・援護局保護課
調べ

上昇

6 児童養護施設の子供の進学率（中学校卒業後）
91.7%
（R元）

100%
（R3）

厚生労働省子ども家庭局家庭
福祉課調べ

上昇

7 児童養護施設の子供の進学率（高等学校卒業後）
5.0％
（R元）

18.8%
（R3）

厚生労働省子ども家庭局家庭
福祉課調べ

上昇

8 ひとり親家庭の子どもの就園率（保育所・幼稚園等）
母子世帯94.8%
父子世帯87.1%

（R元）
－ 青森県親子等生活実態調査 上昇

9 ひとり親家庭の子どもの進学率（中学校卒業後）
95.4%
（R元）

－ 青森県親子等生活実態調査 上昇

10 ひとり親家庭の子どもの進学率（高等学校等卒業後）
42.9%
（R元）

－ 青森県親子等生活実態調査 上昇

11 全世帯の子供の高等学校中退率
1.1%
(H30)

0.8%
（R2）

文部科学省児童生徒の問題行
動・不登校等生徒指導上の諸課
題に関する調査

低下

12 スクールソーシャルワーカーの配置人数
28人

（R元）
28人
（R3）

教育庁学校教育課 増加

13
就学援助制度に関する周知状況（入学時及び毎年度の
進級時に学校で就学援助制度の書類を配布している市
町村の割合）

50.0%
(H30)

77.5%
(R3）

文部科学省初等中等教育局修
学支援プロジェクトチーム調べ

上昇

14
新入学児童生徒学用品費等の入学前支給の実施状況
（小学校）

37.5%
(R元)

62.5%
（R3）

文部科学省初等中等教育局修
学支援プロジェクトチーム調べ

上昇

15
新入学児童生徒学用品費等の入学前支給の実施状況
（中学校）

42.5%
(R元)

62.5%
（R3）

文部科学省初等中等教育局修
学支援プロジェクトチーム調べ

上昇

16
過去1年間に経済的な理由で電気料金を支払えなかっ
た経験（全世帯）

4.5%
(H30)

－ 青森県子どもの生活実態調査 低下

17
過去1年間に経済的な理由で食料を買えなかった経験
（全世帯）

17.4%
(H30)

－ 青森県子どもの生活実態調査 低下

18
困った時や悩みを相談する相手がいないと答えた人の
割合（困窮家庭）

11.0%
(H30)

－ 青森県子どもの生活実態調査 低下

19
困った時や悩みを相談する相手がいないと答えた人の
割合（ひとり親家庭）

母子世帯10.8%
父子世帯22.2%

（R元）
－ 青森県親子等生活実態調査 低下

20 県内の子どもの居場所登録数
30か所

(R2)
50か所

(R4)

青森県社会福祉協議会「みんなの居場
所」登録団体のうち対象者に子どもが含
まれる活動を実施している団体数

増加

21 ひとり親家庭の親の就業率
母子世帯93.0%
父子世帯95.3%

(R元）
－ 青森県親子等生活実態調査 上昇

22 被用者であるひとり親家庭の親のうち正社員の割合
母子世帯55.0%
父子世帯90.4%

（R元）
－ 青森県親子等生活実態調査 上昇

23
ひとり親家庭のうち養育費についての取り決めをしてい
る割合

母子世帯45.4%
父子世帯25.1%

（R元）
－ 青森県親子等生活実態調査 上昇

24 ひとり親家庭で養育費を受け取っていない子供の割合
母子世帯73.8%
父子世帯94.3%

（R元）
－ 青森県親子等生活実態調査 低下

25
ひとり親家庭に対する青森県母子家庭等就業・自立セ
ンター事業周知度

48.3%
(R元）

－ 青森県親子等生活実態調査 上昇

直近の
現状値

※青森県子どもの生活実態調査及び青森県親子等生活実態調査は、5年に1回の調査のため、直近値を掲載していない。次期調査は令和５～６年度
を予定。

※　　　　： 計画策定時の現状値と直近の現状値を比較し、めざす方向へ改善されていると思われる項目

 　　　　　： 計画策定時の現状値と直近の現状値を比較し、めざす方向へ改善されていないと思われる項目

資料１-２


